
　郡
山
に
お
け
る
稲
作
の
歴
史
は
古
く
、

大
槻
町
福
良
沢
遺
跡
や
田
村
町
大
安
場

古
墳
な
ど
で
は
、
弥
生
時
代
の
農
耕
具

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

幕
府
へ
年
貢
を
納
め
る
た
め
、
新
田
開

発
な
ど
が
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　１
８
８
２
年
に
安
積
疏
水
が
完
成
す

る
と
、
安
積
郡
内
全
域
の
灌か

ん
が
い漑
面
積
が

拡
大
し
、
農
業
は
大
き
く
成
長
。
そ
の

前
の
１
８
８
０
年
に
は
金
透
小
学
校
内

に
県
立
農
学
校
が
、
１
８
９
６
年
に
は

小
原
田
地
内
に
県
農
事
試
験
場
が
設
置

さ
れ
、
農
業
技
術
も
進
歩
し
ま
し
た
。

今
や
全
国
有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
な
っ
た

郡
山
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米「
あ
さ
か
舞
」を

生
産
す
る
な
ど
、
確
か
な
技
術
を
継
承

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
江
戸
時
代
に
水
不
足
対
策
と

し
て
作
っ
た
各
地
の
た
め
池
は
、
安
積

疏
水
の
通
水
で
役
目
を
終
え
る
と
、
鯉

の
養
殖
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
。

養よ
う
さ
ん蚕
業
が
盛
ん
だ
っ
た
当
時
は
、
蚕か
い
この

さ
な
ぎ
を
餌え
さ
に
す
る
こ
と
で
栄
養
豊
富

な
鯉
が
育
ち
、
鯉
の
う
ま
煮
や
あ
ら
い

な
ど
が
祝
い
の
席
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
も
鯉
の
養
殖
が
盛
ん
な
郡
山
は
、

鯉
の
市
町
村
別
生
産
量
で
全
国
１
位
に

輝
い
て
い
ま
す
。

郡
山
の〝
風
土
〟が
生
ん
だ

誇
り
あ
る〝
フ
ー
ド
〟

馬耕作業の様子（1921年前後）
　当時は県の推奨で、馬の力を借りて
田畑を耕す馬耕が広く普及。特に日和
田村では108戸が作業し、作付面積とし
ては安積郡で一番の広さでした。

鯉に恋する郡山プロジェクト（2015年～）
　鯉食文化の歴史を守り、その魅力を
全国に広げるため、市と当時の県南鯉
養殖漁業協同組合が始動。市内の鯉料
理提供店は91店舗にまで増えました。

活魚車（鉄道貨車の一種）（1935年）
　昭和初期には、養殖された鯉1,200貫
（4,500kg）を輸送したことも。水槽の中
の鯉は生きたまま、郡山駅から当時の
海軍省魚納所へ送られたそうです。

大好きな給食に笑顔あふれる子どもたち（日和田小学校）

お
い
し
い
食

　安
積
疏
水
の
恵
み
で
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
米
づ
く
り
な
ど
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
郡
山
の
食
文
化
。
い
つ
も
私
た
ち
に

お
い
し
い「
い
た
だ
き
ま
す
」を
届
け
て
く
れ
ま
す
。

※画像はイメージです※画像はイメージです

食
の
魅
力
を
み
ん
な
で

伝
え
、
継
い
で
い
く

フロンティアファーマーズ
　こおりやま広域圏で農業に携わる生
産者の姿を、記事と写真・動画で伝え
るウェブメディア。2024年３月にはデ
ジタルブランドブックも公開しました。

朝市・マルシェ
　郡山の農産物や加工品を、直売所の
ほか朝市・夕市、マルシェで販売。生
産者とのコミュニケーションが、地元
の食を愛するきっかけになります。

こおりやま「お米の日」
　2022年12月、「郡山市産米の消費拡
大の推進に関する条例」を公布し、郡山
市産米の消費拡大を推進しています。

新規就農へのサポート
　園芸作物の栽培技術などを学べる園
芸カレッジや、オンラインでも相談で
きるサポート窓口など、就農を目指す
方への支援体制が充実しています。

　人
口
減
少
や
自
然
災
害
な
ど
で
、
全

国
的
に
農
業
の
担
い
手
不
足
や
生
産
量

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
現
代
。

　市
で
は
、
も
っ
と
食
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
、
米
や
野
菜
、
鯉
な
ど

の
生
産
物
や
生
産
者
の
情
報
を
発
信
す

る
ほ
か
、
新
規
就
農
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
自
身
も
、

マ
ル
シ
ェ
や
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
取
り
組
み
、
６
次
産
業
化
を
通
じ
て
、

消
費
者
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し
な

が
ら
、
つ
な
が
り
を
築
い
て
い
ま
す
。

　当
た
り
前
に
あ
る
故
郷
の
食
も
、
知

れ
ば
も
っ
と
好
き
に
な
る
。
み
ん
な
の

好
き
が
集
ま
れ
ば
、
郡
山
の
食
文
化
は
、

こ
の
先
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
、

受
け
継
が
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

郡山の食の名物

ASAKAMAI 887
　米作りにかかる88の手間
と、さらに厳格な７つの生産
基準をクリアした「あさか舞」
の最高級ブランド米です。

酒
　郡山６蔵元の地酒は良質な
米と水で、ふくしま逢瀬ワイ
ナリーのワインは郡山産ブド
ウなどで作られています。

郡山ブランド野菜
　おいしさ・栄養価・個性・
郡山の土地や気候との相性な
どから選び抜かれた、珠玉の
野菜です。

100年フード
　文化庁認定の100年続く食
文化として、「クリームボッ
クス」と「郡山ブラック」が登
録されています。

“おいしい”感動を伝えたい
　毎年100種類以上の野菜を、素材の魅力を引き
出すために無農薬で栽培しているほか、飲食店と
連携し、野菜の６次産業化にも取り組んでいます。
ウチだけでなく、郡山の農家が作る野菜は本当に
おいしい。みんなが野菜のおいしさに感動できる
よう、毎日心を込めて野菜を作っています。

農家として、景色を守っていく
　畑の景色は、ずっと変わらないものだと思いま
す。小さい頃に畑の虫を捕まえて遊んでいた自分
が、今度はその体験を自分の子どもにさせてあげ
られるって、なんだかうれしいですよね。これか
らも発展する郡山を応援しつつ、変わらない景色
を未来に残していきたいです。

Interview

おいしい野菜が
これからも
まちの誇り

㈲ニッケイファーム　代表取締役
大竹　秀世さん、志保さん
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